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2025 年度 事業計画 

 

社会福祉法人 神戸自興会 

軽費老人ホーム 特定入居者生活介護  

ケアハウスかんで 

Ⅰ 基本理念 

 尊厳のある暮らしを大切に守り続ける 

誰一人置き去りにしない 

地域社会の発展に貢献する 

 

Ⅱ 行動指針 

自律・・・自分で考え、判断し、行動できる 

尊重・・・多様な考え方や特性を認め、他者を受け入れる 

価値の共創・・・豊かな発想で、新たな価値を生み出す 

 

 

Ⅲ 組織体制 

添付資料参照 

 

 

 

 

 



Ⅳ 人員配置 

施設長  1 名 

副施設長  1 名 

生活相談員  1 名 

介護支援専門員  1 名 

管理栄養士  1 名 

事務員  1 名 

介護士 １６名（パート 2 名） 

看護職  3 名 

機能訓練指導員  1 名 

    清掃員  1 名 

宿直職員  3 名 

 

 

 

Ⅴ 事業方針 

(1) 設備の見直し 

① メインサーバー、パソコン９台の更新   

② 給湯配管の改修(1 階洗面台電気温水器設置)  

 

 

(2) 職員参加型の運営 

昨年度に引き続き、物価高の波により、介護の現場でも苦しい状況が強いられています。

食材料費、燃料費、衛生管理費など、どれも節約することができないものでありますが、そ

のすべてのコストが上がっています。また、保守点検費や業務委託費なども相次いで値上げ

となり、苦しい状況が続きますが、入居者様の安全と健康を守るため、どれも削ることがで

きません。今後も入居者様と職員を守るためには、「ケアハウスかんで」が安定した経営を

していかなければなりません。経験ある職員が経営的感覚を養い、幅広い視野で物事を捉え

ていけるように職員参加型の施設運営に引き続き取り組んでいきます。 

・消耗品、医療備品、施設備品の管理体制の構築 

・節電の啓発、周知（電気や空調の消し忘れ等） 

 



(3) サービス提供 

 個別ケアを大切にし、利用者様ごとの希望に沿ったケアを実践し、職員によってケア内容

に差が生じないよう ICT(タブレット、眠りスキャン等)を活用していきます。また、サービ

ス担当者会議に関しても、利用者様、ご家族も参加できる体制の構築を目指していきます。 

 利用者様に関しては、好きなものを食べ、好きな時に寝るなど可能な限り自由な生活を送

ってほしい気持ちがあります。そのため、多職種で協力しながら今の生活が継続できるよう

支援していきます。疾患等により生活が制限されることもありますが、そのときは話し合う

場を設け、できる限り利用者様の意思を尊重した対応を目指していきます。 

・個別ケアの実践 

・入居者様、ご家族参加型サービス担当者会議について体制の構築 

・サービスの見える化の整備 

・メールを活用したご家族との連絡体制 

・重篤化の防止（疾患予防、早期発見、早期対応） 

 

(4) 職員採用 

 個別ケアの充実、職員の精神的・肉体的負担の軽減を図るため、また組織の継続的な発展

のため、安定した人材確保に力を入れていきます。 

・ハローワーク、紹介会社等を活用した人材確保 

・就業規則の見直し 

・労働環境の見直し・改善 

 

(5) 人材育成  

今年は職員の希望に沿った施設外研修への参加に取組み、施設内で講師をする機会を設

け伝えることを重きに置きます。 

・外部研修への参加と伝達講習 

・YouTube、e-ラーニングの活用 

 

(6) 稼働率の改善 

昨年度は空床数を削減することに取組み、空き部屋数が減少しましたが、入院者が増えた

ことで稼働率としては 83.%となりました。入居者様も 90 歳を超える方が多く、医療的処

置等も増えていますが、今期は入居者様の体調管理や日々の生活支援に力を入れ、長期入院

による空き部屋をつくらないよう取り組んでいきます。そのために日々の体調管理や変化



に気づくスキルの向上にも努めていきます。 

・稼働率 96%以上を維持する 

・看護師から介護職への医療的アセスメントに関する教育体制の構築 

・協力医療機関との情報共有、情報交換（月 1 回の会議） 

・家族様へのアンケート調査の実施 

 

(7) 職員の処遇・健康管理 

入居者様へのサービスを充実するためにも職員の力が必須です。そのため、職員の健康管

理への支援、キャリアパスの実践、勤務時間内での研修会の実施、出張での外部研修への参

加、部署間でのミーティングの充実等を図っていきます。 

・定期健康診断の実施 

・役職者との定期的な面談 

・キャリアパスの実践 

・定期的なミーティングによる仕事上のコミュニケーションの充実 

・長時間労働の防止等の職場環境の改善として、勤務日数・時間の見直しを行い、家庭と 

仕事にメリハリがつけられる体制を目指します 

・メンタルヘルスケア（ストレスチェック、ハラスメント研修） 

 

(8) コンプライアンスの徹底(法令順守) 

コンプライアンスを重視し、事業・業務に関する法令・諸規則や社内ルールの遵守を徹底し

ます。 

・法令・条例・通達に関する理解と遵守 

・就業規則/諸規定、各マニュアルの理解と遵守 

・個人情報漏洩防止に対する厳密な取り扱いと管理 

 

(9) 防災意識の強化 

職員一人ひとりが防災意識を高め「自分たちの施設は自分たちで守る。」という気持ちを持

って、災害対策に取り組んでいきます。 

・火災、地震の初動の周知 

・台風による停電、水漏れに対する対応 

・非常食の管理 

 

 



(10) 地域交流・地域貢献 

高齢・障害・保育等の社会福祉施設と社会福祉協議会による神戸市西区社会福祉法人連絡

協議会（ほっとかへんネット KOBE・西）への参加や、地域の文化祭・イベント等に参加

し、地域の方々と交流する機会を図っていきます。また、神出町の高齢者施設やあんしんす

こやかセンター等で開催する地域ケア会議に参加し、地域の課題は施設の課題でもあるた

め、他施設や地域の方と協力して課題に取り組んでいきます。 

・地域の学校やボランティア団体との交流 

・福祉の発展に向けた活動 

 

 

 

Ⅵ 処遇計画 

１，基本姿勢 

私たちは、入居者様に敬意を持ち接します。 

職員同士、声を掛け合い、助け合い、協力して利用者様を支援します。 

 

２，介護サービス計画書の作成 

入居者様にとってはサービスの詳細な説明書となり、職員にとってはケアを提供する目的・

行動計画となるよう、決め細やかな援助計画書を作成し、計画書に基づいた支援を展開して

いきます。 

 

３，食事 

栄養のバランスや入居者様の嗜好、季節感を取り入れた食事を提供し、食事が入居者の楽

しみの１つとなるように取り組んでいきます。また、行事食に力を入れると共に新しいメニ

ューも取り入れ、食事のバリエーションを増やしていきます。加えて、嗜好調査や日々の食

事の際に出る入居者様の意見を給食委員会にて検討し、献立の作成に結び付けていきます。

また、入居者様の状態に合わせて食事形態の変更も委員会で話し合い、食べる楽しみが継続

できるよう支援していきます。 

 

 

 



４，排泄 

最期までトイレで排泄ができるよう支援していきます。その中でも、個々の排泄状況に合

わせた適切な用具を使用し、入居者様の負担を最小限に抑えながら清潔を保持できるよう

努めていきます。また、排泄は羞恥心に関わる大切な行為です。排泄介助を行うにあたって

は、利用者様の尊厳を傷つけることのないよう、介助環境や声かけ等に十分配慮したケアを

行います。 

 

５，入浴 

個々の身体状況にあった入浴介助を提供していきます。設備等の維持管理、浴槽内の温度、

脱衣所の温度調整、衛生的な入浴環境に留意し、快適な入浴環境を提供していくと共に、安

全な環境下で入浴が行えるよう努めていきます。また、プライバシーの確保に留意し、羞恥

心を和らげながら落ち着いた雰囲気の中で入浴できるよう努めていきます。 

 

６，口腔ケア・水分摂取 

職員一人ひとりが、口腔ケアの知識・技術を身につけ、口腔内の清潔、異常の早期発見、

誤嚥性肺炎の予防、認知症の方の周辺症状の改善に取り組んでいきます。 

水分摂取に関しては、必要な水分摂取量の確認は継続しつつも、管理することに比重を置

くのではなく、自然に飲みたくなる環境を整えたり、食後や身体を動かしたりした後に提供

するなど、一工夫した提供に取り組んでいきます。 

 

７，機能訓練・離床・レクリエーション・行事 

専任の機能訓練指導員を中心に、入居者様の生活に合わせた心身機能の維持・向上に努め

ます。また、部屋の環境設定や自助具などを用いて、生活での困りごとを一緒に解決できる

よう取り組んでいきます。 

看護・介護は、入居者様の持っている力が最大限発揮できる援助に取り組み、生活の中で

もリハビリの要素を取り組んでいきます。また、外出行事、ゲーム等のレクリエーションや

塗り絵等の趣味、また体操等を中心とした運動を通し、日常生活の中に楽しみを取り入れな

がら、入居者様の心身の活性化につなげていきます。 

８，感染予防 

インフルエンザ、ノロウイルス、新型コロナウイルス等の感染症予防として、施設内消毒

や清掃の実施、環境整備、手洗い・うがい・手指に消毒の徹底、口腔内の清潔等、感染症予



防の啓発に努め、施設全体で感染症予防に取り組んでいきます。 

 

９，健康管理 

入居者様の体調変化をすばやく察知し、早期発見・早期対応を常に意識して体調管理に取

り組んでいきます。利用者様個々の病状にしっかりと対応していける看護・介護体勢を構築

し、緊急時には、医療機関への迅速な搬送や対応に努めていきます。 

 

10，看取りケアの充実 

 「住み慣れた施設で最後まで」という入居者様の希望に答えるため、看取りケアを実施し

ていきます。医師・看護師と密に連携を図り、入居者様が安らかに最後の時が迎えられるよ

う、身体的・精神的苦痛を緩和するケアに努めていきます。 

 

11，医療機関と連携 

緊急時の対応方法や夜間の応援体制に沿って、緊急時には迅速な対応が取れるよう、取り

組んでいきます。 

 

12，環境整備 

リネン交換や定期清掃、随時の居室内外の清掃やゴミの回収、福祉用具の点検・清掃等を

行い、安全で衛生的な居住空間を提供していきます。また、感染症予防や安全な居住環境の

提供、無駄な支出を抑える為、施設内外の補修や清掃、物品・用具等の修繕や整理整頓を行

うと共に、定期的に設備のメンテナンスの実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅶ 年間行事 

実施月 行事内容 

4 月 お花見 

５月 端午の節句、母の日 

６月 父の日 

７月 七夕 

８月 納涼祭（全体行事） 

９月 お月見、敬老の日 

10 月 ドライブ 

11 月 紅葉狩り 

12 月 クリスマス会(全体行事) 

1 月 正月祝い、七草粥 

2 月 節分、バレンタインデー 

3 月 雛祭り、ホワイトデー 

＊その他、映画鑑賞会、ボランティア行事、日々の体操、地域行事への参加も企画。 

 

Ⅷ 施設目標 

１，食事/排泄ケアの質の向上(「食べて排泄する」営みを最期まで手伝う) 

   昨年度は、食事や排泄介助をされる側の気持ちを理解することを、研修を通じて取り組

んできました。今期は下記を目標にケアのスキルを高めていけるよう努めていきます。 

・食事ケア：【食べたくない】の気持ちについて 

・排泄ケア：【トイレで排泄することの意義】について 

 

２，多職種で協力し、入居者様一人ひとりが最大限の力を発揮できるケアの実践 

入居者様の心身の状態を踏まえたうえで、ご自身でできることを継続してもらえるよう

なケアに多職種で協力し取り組んでいきます。そのために、利用者本位であること、誰に対

しても敬意をもって関わることに重きを置き、実践していきます。 

 

３，相手に【敬意】を持った行動をとる 

 あの人の中には「私の理解や共感を絶した思念や感情が潜んでいる」という、そ 

のことを素直に認めること。無理をしてそれを理解し共感しようとせず、ただ相手 

と私には違いがあるということを前提にした行動が取れることを目指していきま 

す。見返りを求める行動ではなく、チームとして機能するために、どう行動するこ 

とが最善かを一人ひとりが考え行動できる文化を築いていきます。 



Ⅸ 各部門目標 

介護課 

① 入居者様の思いを汲み取り、実現できることを目指して取り組みます。 

② 職員一人ひとりの長所や専門職としての知識・技術を活かし、お互いに助け合いなが

ら、よりよいケアを実践していきます。 

 

看護課 

① トイレで排泄することは、不快感の減少、皮膚トラブル予防に繋がるため、最後までト

イレで排泄ができる支援をしていきます。 

② 入居者様最大限の力を発揮し、最後まで自分で「食べる」「排泄する」を実現できるよ

うに多職種と協力し支援していきます。 

 

相談支援課 

＜生活相談員＞ 

① 入居者様、ご家族とコミュニケーションや連絡を怠らず、関係性の構築を図ります。 

② 稼働率 96%維持できるように、自ら外部機関と連携をとります。また、アンケート等を

活用しながら入居者様、ご家族の意見が汲み取れる仕組みを構築していきます。 

③ 施設環境を見直し、過ごしやすい生活空間となるよう環境調整を行っていきます。 

 

＜介護支援専門員＞ 

① 入居者様の希望が実現できるケア内容の立案、統一したケアが実践できるケアプランを

作成します。そのために、ケアマネジメントの運営、職員との対話を大切に取り組んで

いきます。 

② サービス担当者会議にて、入居者様、ご家族が参加できる体制を構築します。 

③ 協力医療機関(藤原歯科医院)と連携を図りながら、個別ニーズに沿った口腔ケアを実践

できるように介護職員、看護職員と一緒に実践していきます。 

 

栄養管理課 

① 入居者様が楽しみにしていただける献立を立案し、安心・安全な食事提供を行います。 

② 食事の様子、摂取量を確認しながら、元気の源となるメニューを作成します。 

 



総務課 

① 入居者様、ご家族ｇ気持ち良いと感じる接遇を実践します。 

② 職員間では、相手との距離感を持ち、モラルを守り、コミュニケーションをとります。 

 

Ⅹ 法定委員会、その他会議 

委員会開催日時、参加者は添付資料参照 

 

１，事故防止委員会(３カ月に１回）＊必要に応じて臨時開催も実施。 

   利用者様が安全に生活できるよう努め、同事故、類似事故の再発防止に取り組んでいき

ます。また、毎月事故の傾向を分析し、改善策を立案・実施していきます。 

 事故防止研修に関しては、委員会にて企画運営を行い、「危険予知」ができる職員の育成

に取り組んでいきます。 

２，感染対策委員会(３カ月に１回）＊必要に応じて臨時開催も実施。 

 感染流行時に合わせた対策、職員へ周知していきます。また、新興感染症への対応も含め、

施設内の感染対策の見直し、研修会の企画運営も並行して取り組んでいきます。 

  

３，虐待防止委員会(３カ月に１回）＊必要に応じて臨時開催も実施。 

 施設で虐待が発生しないように不適切ケアの見直し、研修を通じた教育(虐待は犯罪であ

ることの理解)を徹底していきます。また、虐待の芽として、早期発見・早期改善に繋がる

よう定期的なアンケート調査も実施していきます。 

４，身体拘束適正化委員会(３カ月に１回）＊必要に応じて臨時開催も実施。 

 施設で身体拘束（フィジカルロック、ドラックロック、スピーチロック）が起きないよう

に職員への啓発、教育に取り組んでいきます。また、拘束による弊害（身体的弊害、精神的

弊害、社会的弊害）を理解し、身体拘束を必要としないケアを実践していきます。 

 

５，衛生委員会（毎月） 

 職員の健康管理の把握・指導、職場環境の見直しを行い、職員が働き続けてられる環境を

整備していきます。また、特定技能実習生への体調面へのサポートも行っていきます。 

 年２回の健康診断、ストレスチェック、職場環境の改善に取組んでいきます。 



６，給食委員会（毎月） 

 利用者様が食事を楽しみにしていただけるように、「食事」に関することを委員会にて協

議し、より良い食事を提供できるように取り組んでいきます。委員会では、行事食、献立メ

ニューの協議、嗜好調査、体重測定/食事・水分量の確認を多職種で確認し合い、利用者様

のニーズに沿ったケアを実施していきます。 

 

７，災害対策委員会（３カ月に１回） 

 火災、地震に備えた図上訓練、避難訓練、ＢＣＰ訓練の実施と見直しを行っていきます。

また、各居室の防災点検、防災備品の在庫管理、整理整頓も適宜取り組んでいきます。 

 

８，看取り介護委員会（３カ月に１回） 

 看取り時期の方への関り、ご家族へのサポート、看取り後について振り返り、より良い支

援が提供できるよう多職種で協議していきます。また、職員への看取りに関する研修を企画

運営し取り組んでいきます。 

 

９，業務改善委員会（３カ月に１回） 

 職員の業務の見直しや改善に取組み、少しでの仕事の【ムリ】【ムダ】【ムラ】を改善し、

働きやすい職場環境を目指していきます。 

 

10，運営会（毎月） 

 各部署の役職者等が集まり、施設運営に関する情報共有、各部署での課題の吸い上げ、施

設全体での改善点を協議し、より良いサービス、職場環境の改善に繋げていきます。 

 

11，法人運営会(毎月) 

  各施設の役職者(係長以上)が集まり、法人運営に関する運営状況の共有/改善案の検討、

新たな取り組みについて協議していきます。 

今後も入居者様と職員を守るためには、神戸自興会が安定した経営を行っていかなけれ

ばなりません。幅広い視点で物事を捉えていけるように職員参加型の法人運営に取り組ん

でいきます。 

 



12，介護研修、認知職研修企画運営会議（４カ月に 1 回） 

  サービスの質を高めるための介護職員を中心とした研修(年 5 回）、認知症に関する研修

(年 2 回)の企画運営に取り組んでいきます。 

 

13，行事計画会議（３カ月に１回） 

 年間行事に沿って具体的な計画を立案し、中心となり運営していきます。 

 

 

 

Ⅺ 内部研修・訓練計画 

 添付資料参照 

法定、社会福祉法人として必要とされる基礎知識を学びます。今期は対面研修と動画視聴

研修を組み合わせた研修を取り入れていきます。研修テーマは各委員会が主体となり立案

していきます。 

 

 

Ⅻ 広報活動について 

・施設公式ＳＮＳ【faceBook】で施設での日常や行事、職員の取り組みを発信。 

 ＊個人情報の観点から、写真掲載は同意を得た方のみ掲載。 

・法人ホームページの更新 

 


